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第　 1　問

平行四辺形 ABCDにおいて，対角線 ACを 2 : 3に内分する点をM，辺 ABを 2 : 3に
内分する点を N，辺 BCを t : 1− tに内分する点を Lとし，ALと CNの交点を Pとす
る．次の問に答えよ．

(1)
−→
BA =

−→
a，−→

BC =
−→
c とするとき，−→

BPを −→
a，−→

c ，tを用いて表せ．

(2) 3点 P，M，Dが一直線上にあるとき，tの値を求めよ．
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第　 2　問

aを正の実数とする．関数 f(x) = −x2 + axについて次の問に答えよ．

(1) 曲線 y = f(x)上の点 P (t, f(t))を通る接線の方程式を a，tを用いて表せ．

(2) 点 A
(
−a, 4a2 − 5a+ 2

)から曲線 y = f(x)へ接線が 2本引けることを示せ．

(3) その 2 本の接線のうち接点の x 座標が大きい方の接線を ℓ，接点を P (t, f(t)) と
する．このとき，0 < t < aをみたすための aの範囲を求めよ．

(4) a = 1 のとき，直線 x = −1，接線 ℓと曲線 y = f(x) で囲まれた図形の面積を求
めよ．
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第　 3　問

初項が 1 で公差が自然数 d である等差数列の初項から第 n 項までの和を Sn とする．
n ≧ 3のとき，次の問に答えよ．

(1) Sn = 94となる nと dがちょうど一組ある．その nと dを求めよ．

(2) Sn = 98となる nと dの組はない．その理由を述べよ．
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